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令和 2年 7月 15日発行（1）第87号

魅力ある地域を目指して
　5月 11 日（月）、東市民センターなみきスクエア
において、令和 2年度東区ねんりんクラブ連合会総
会を開催する予定としていましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止のため、連合会長・副会長・
会計による代議員制で行いました。
　会員（単位クラブ会長・女性部長）268 名に対し、
委任状数 250 名と規約第 15 条 3 項による過半数を
上回っており、本会は成立しました。
　議事は報告事項「役員改選－区会計－」、平成 31
年度事業報告、収支決算報告および監査報告、令和 2
年度事業計画（案）、収支予算（案）を審議し、すべ
て承認、可決されました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、本

役　職 氏　名 校　区
会　長 吉　田　利　治 美和台

副会長
稲　吉　豊　秋 千　早
岩　崎　八重子 和白東

会     計 （新）橋　口　秀　晴 　 香　椎

監    事
田　中　清　実 和白東
有　木　一　夫 馬　出

相談役 三　宅　弘　行 和白東

会計（新）橋口　秀晴

副会長　稲吉　豊秋 会長　吉田　利治

副会長　岩崎　八重子

会の活動も大幅に制限されていますが、早急に収束す
ることを願いながら、さらなる会員増強や「健康・友
愛・奉仕」活動を推し進め、魅力ある地域づくりに貢
献していきます。

令和２年度　役員名簿

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、重苦し
い幕開けとなりました。少しずつ規制の緩和も進んでいますが、
三密（密閉・密集・密接）を避け、マスクの着用・手洗いの徹
底などに気をつけ、前に進んでいきたいと思います。
　東区ねんりんクラブ連合会としても、できる範囲で事業を進
め、早く皆様と笑顔でお会いできるのを楽しみにしております。
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❶
総
会
の
開
催

　

令
和
元
年
5
月
10
日
（
金
）　

東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
出
席
者
２
６
６

名
（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長
他
）。

　

平
成
30
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及
び

平
成
31
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決

定
し
た
。

❷
運
営
委
員
会

　

毎
月
１
回
の
定
例
会
と
し
て
、
委
員

29
名
（
校
区
連
合
会
長
24
名
、
女
性
部

代
表
4
名
、
そ
の
他
1
名
）
に
よ
り
年

12
回
開
催
し
、
会
の
運
営
と
事
業
推
進

を
協
議
し
た
。

❸
専
門
部
会

　

総
務
部
会
・
教
養
文
化
部
会
・
体
育

部
会
・
健
康
部
会
・
広
報
部
会
・
伝
承

社
会
奉
仕
部
会
・
女
性
部
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
た
。

❹
女
性
部
会

　

校
区
女
性
部
長
（
24
名
）
等
の
連
絡

会
を
奇
数
月
中
心
に
年
6
回
開
催
し
、

女
性
部
活
動
の
推
進
な
ど
協
議
し
た
。

❶
東
区
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及
び
新

任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

　

令
和
元
年
5
月
28
日
（
火
）、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て
33
名
出
席
し
た
。

◎
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連　

　

事
務
局　

鶴
田　

義
武

◎
美
和
台
校
区
連
合
会　
　

　

会
長　
　

吉
田　

利
治　

◎
東
箱
崎
校
区
連
合
会　

　

女
性
部
長　

大
坪　

美
智
子

　
　
　
　
　
　
　

以
上
3
名
が
講
義

1
会
の
運
営

2
指
導
者
の
資
質
の
向
上

�

な
ら
び
に
育
成
事
業

 

平
成
31
年
度 

事
業
報
告

4
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

❷
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

令
和
元
年
9
月
6
日
（
金
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
出
席
者
３
８
５

名
（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長
他
）。

「
人
生
い
つ
も
今
か
ら
！
‐
健
康
寿
命
で

人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽
し
む
秘
訣
と

は
？
」
と
題
し
た
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

❸
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

令
和
元
年
11
月
26
日（
火
）、27
日（
水
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
て
、
福
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事
（
吉
田
区
会
長
）

が
出
席
。
内
容
は
基
調
講
演
・
研
究
部

会
な
ど
。

❹
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

女
性
部
会
研
修
会

　

令
和
元
年
12
月
11
日
（
水
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連

女
性
部
か
ら
34
名
出
席
。

❺
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　

令
和
2
年
1
月
23
日
（
木
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連

か
ら
10
名
出
席
。

3
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

�

活
動
の
促
進

❶
友
愛
訪
問
事
業

　

令
和
元
年
度
は
、
１
３
１
班
が
結
成

さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
夫

婦
暮
ら
し
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、
友
愛

訪
問
活
動
を
展
開
し
た
。

◆
友
愛
訪
問
説
明
会

　

令
和
2
年
3
月
10
日
（
火
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

　

対
策
の
た
め
中
止

30
年
度
R
元
年
度

ク
ラ
ブ
数

１
３
９

１
４
０

設
置
数

１
３
１

１
３
２

設
置
率（
％
）
94
・
2

94
・
3

❶
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

　
お
よ
び
参
加

◆
第
10
回
東
区
高
齢
者

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
元
年
8
月
28
日
（
水
）、
東
体
育

館
競
技
場
に
て
、
１
０
５
名
出
場
。

◆
第
27
回
東
区
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）、
雁
の
巣

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
個
人
戦
２
８
７
名

参
加
。

◆
第
41
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
元
年
10
月
４
日
（
金
）、
博
多
区

山
王
公
園
に
て
開
催
。
東
区
ね
ん
り
ん

ク
連
か
ら
出
場
な
し
。

◆
第
18
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
元
年
10
月
30
日
（
水
）、
舞
鶴
公

園
球
技
場
・
野
球
場
に
て
、
東
区
ね
ん

り
ん
ク
連
よ
り
65
名
出
場
。

◆
第
14
回
東
区
高
齢
者

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

令
和
元
年
11
月
22
日
（
金
）、
東
体
育

館
競
技
場
に
て
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
を

行
い
、
１
１
５
名
参
加
。

◆
東
区
高
齢
者
健
康
教
室　

　

令
和
2
年
2
月
5
日
（
水
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、
68
名
出
席
。

◆
第
9
回
福
岡
市

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

令
和
2
年
2
月
4
日
（
火
）、
福
岡
市

民
体
育
館
に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連

よ
り
26
名
出
場
。

◆
友
愛
訪
問
班
設
置
状
況

❷
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動

・
令
和
元
年
5
月
29
日
（
水
）

　

訪
問
先　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
照
葉

�

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

照
葉
校
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

・
令
和
元
年
7
月
7
日
（
日
）

 

訪
問
先　

グ
ッ
ト
タ
イ
ム
ホ
ー
ム
Ⅰ

�

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

介
護
付
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　

　

千
早
校
区　

リ
リ
ッ
ク

　
（
演
奏
、
歌
を
披
露
）

・
令
和
元
年
7
月
10
日
（
水
）

　

訪
問
先　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
照
葉

�

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

照
葉
校
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
（
山
笠
飾
り
山
見
学
引
率
）

・
令
和
2
年
2
月
3
日
（
月
）

　

訪
問
先　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
照
葉

�
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

照
葉
校
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
（
節
分
祭
）

❸
社
会
奉
仕
の
日

　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　

令
和
元
年
9
月
20
日
（
金
）

　

１
３
９
単
位
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、

１
３
８
単
位
ク
ラ
ブ
が
次
の
と
お
り
参

加
し
た
。

・
美
化
活
動

　

84
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
１
６
２
６
名

が
参
加
し
た
。

・
環
境
に
や
さ
し
い
活
動

　

１
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
12
名
が
参
加

し
た
。

・
美
化
と
環
境
同
時

　

53
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
１
２
７
５
名

が
参
加
し
た
。
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月 事　業　名 期　日 会　場 対 象 者 等

5
区　総会 11日（月）東市民センター 代議員制（総務部会で実施）
市　総会 22日（金）福岡市民会館 代議員制（総務部会で実施）
区　新任会長等研修会 27日（水）東市民センター 中止・資料送付

6 区　高齢者囲碁・将棋大会 24日（水）東市民センター 中止

7

九州ブロックリーダー研修会 9日（木）
10日（金）熊本市 中止

区　ねんりんクラブだより 15日発行 会員他
区　高齢者演芸大会 21日（火）東市民センター 中止
市　高齢者囲碁・将棋大会 28日（火）市民福祉プラザ 中止

8 区　ソフトダーツ大会 25日（火）東体育館 区高齢者

9

市　高齢者保健福祉大会 1日（火）福岡市民会館 市高齢者
区　男女リーダー研修会 8日（火）東市民センター 単位クラブ役員等
市　健康づくりリーダー研修会 11日（金）市民福祉プラザ 校区役員等
全国一斉社会奉仕の日 20日（日）各校区内 会員

10

市　高齢者ゲートボール大会 1日（木）博多区山王公園 市高齢者

区　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 7日（水）雁の巣レクリエーションセンター 区高齢者

市　高齢者美術展 13日（火）～
　18日（日）福岡市美術館 市高齢者

市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 27日（火）舞鶴公園 区大会入賞者

11 全国老人クラブ大会
17日（火）～
18日（水） 山形市 区会長他

区　高齢者健康スポーツ大会 25日(水 ) 東体育館 区高齢者
12 区　高齢者カラオケ大会 23日（水）東市民センター 区高齢者

1
区　ねんりんクラブだより 1日発行 会員他
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 26日（火）市民福祉プラザ 会員

2 市　ソフトダーツ大会 4日（木）市民体育館 区代表
区　高齢者健康教室 10日（水）東市民センター 区高齢者

3 区　友愛訪問説明会 10日（水）東市民センター 班長・単位クラブ会長他
運営委員会 月1回 東区役所他 校区会長および女性部代表
女性部長連絡会 奇数月 東区役所他 校区女性部長等
専門部会 随　時 東区役所他 運営委員

令和２年度 月間事業計画

※会場等の都合により、期日、会場等が変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症予防のため、中止等となる事業があります。

令和２年度 各専門部長・副部長

部名 正副部長　

総務部
（4名）

部　長 吉田　利治 美和台
副部長 稲吉　豊秋 千　早

教養部
（7名）

部　長 吉原　健二 香椎東
副部長 藤原　俊廣 香椎下原

体育部
（6名）

部　長 中村　健次 香椎浜
副部長 山路　近彦 和白東

部名 正副部長　

健康部
（6名）

部　長 安部　五男 香　陵
副部長 生島　年郎 城　浜

広報部
（5名）

部　長 寺師　幹男 名　島
副部長 彌冨　　勇 青　葉

部名 正副部長　

奉仕部
（4名）

部　長 本田　　収 照　葉
副部長 山田　　勝 馬　出

女性部
（4名）

部　長 岩崎八重子 和白東
副部長 大坪美智子 東箱崎

₅
そ
の
他
の
活
動

❶
文
化
活
動
の
充
実

◆
第
44
回
東
区
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
元
年
7
月
3
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、�

囲
碁
51
名
、

将
棋
15
名
参
加
。

◆
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
発
行

85
号　

７
０
０
０
部　

　

令
和
元
年
7
月
15
日
発
行

86
号　

７
０
０
０
部

　

令
和
2
年
1
月
1
日
発
行

編
集
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

◆
第
45
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　

令
和
元
年
7
月
24
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
15
組
・

１
６
１
名
が
出
演
。

◆
第
48
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
元
年
7
月
25
日
（
木
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん

ク
連
よ
り
囲
碁
4
名
・
将
棋
6
名
参
加
。

◆
第
57
回
福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

　

令
和
元
年
9
月
4
日
（
水
）、
福
岡
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
連
よ
り
4
団
体
出
演
。

◆
第
49
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　
　

令
和
元
年
10
月
16
日
（
水
）
～
10

月
20
日
（
日
）、
福
岡
市
美
術
館
に
て
、

東
区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
19
点
出
品（
洋

画
7
点
・
日
本
画
3
点
・
書
2
点
・
写

真
6
点
・
工
芸
1
点
）。

◆
第
12
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

令
和
元
年
12
月
19
日
（
木
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
40
名
出
演
。

今年度も各行事
に参加、協力をお
願いいたします
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東
区
高
齢
者
健
康
教
室

2
月
5
日
（
水
）、
東
区
高
齢

者
健
康
教
室
を
東
市
民
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
し
、
68
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
東
区
役
所
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
の
方
を
お
招
き
し
、「『
フ
レ
イ

ル
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と

題
し
た
講
話
や
足
元
気
体
操
な
ど

の
運
動
実
技
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
話
で
は
、
加
齢
と
と
も
に
心

身
の
機
能
が
低
下
し
て
き
て
「
健

康
」
と
「
要
介
護
」
の
中
間
の
状

態
で
あ
る
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の

説
明
や
そ
の
改
善
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
栄
養
・
運

動
・
社
会
参
加
の
3
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
や
適
度
な
運
動
、
地
域
の
行
事

に
参
加
し
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
し
、ず
っ
と
元
気
に

運
動
実
技
で
は
、
舌
の
体
操
や

食
べ
物
を
上
手
に
の
ど
の
奥
ま
で

運
ぶ
動
作
を
鍛
え
る
た
め
の
運
動

で
あ
る
パ
タ
カ
ラ
体
操
を
行
い
、

み
ん
な
で
声
を
出
し
な
が
ら
楽
し

く
口
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

は
、
今
回
の
健
康
教
室
で
学
ん
だ

こ
と
や
行
っ
た
こ
と
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、

周
り
の
方
と
も
共
有
し
、
み
ん
な

で
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

フレイルとは？
　フレイルとは、加齢とともに心身の機能が低下してきて「健康」と「要介護」の中間の状態にあることを
いいます。多くの高齢者がフレイルを経て要介護状態になるので、フレイルを予防することが健康寿命をの
ばす重要なカギとなっています。

みなさんにフレイルの兆候があるかどうかを知るために、次のイレブンチェックに答えて確認してみましょう

回答欄の右側につく◯の数が多いほど、注意が必要です。とくに 6つ以上右側に◯がついた
人は、フレイルの危険性がいちだんと高くなります。
すべて左側に◯がつくように改善していきましょう。

フレイルの兆候があるか11の項目をチェック！

1 ほぼ同じ年齢の同性と比較して健康に気を付けた食事を心ががけている はい いいえ
2 野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日 2回以上は食べている はい いいえ
3 「さきいか」、「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れる はい いいえ
4 お茶や汁物でむせることがある いいえ はい
5 1 回 30 分以上の汗をかく運動を週 2日以上、1年以上実施している はい いいえ
6 日常生活において歩行または同等の身体活動を 1日 1時間以上実施している はい いいえ
7 ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いと思う はい いいえ
8 昨年と比べて外出の回数が減っている いいえ はい
9 1 日に 1回以上は、誰かと一緒に食事をしている はい いいえ
10 自分が活気にあふれていると思う はい いいえ
11 何よりもまず、もの忘れが気になる いいえ はい

合  

計

目指せ！

健康長寿
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今
だ
か
ら
こ
そ
︑

　
　
　
　
希
望
を
も
と
う

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
日
私
テ

レ
ビ
に
出
る
の
よ
。
見
て
ね
」

「
え
っ
、
そ
ん
な
こ
と
あ
る
の
？

そ
こ
の
テ
レ
ビ
で
何
チ
ャ
ン
ネ
ル

な
の
？
」「
学
校
に
行
け
な
い
か

ら
、
休
校
塾
と
い
う
こ
と
で
大
学

生
と
の
や
り
と
り
で
出
る
の
よ
」

「
ほ
ん
と
、よ
か
っ
た
ね
。見
る
よ
」

　
4
月
末
の
あ
る
日
の
朝
、
東
京

に
住
ん
で
い
る
高
校
3
年
生
の
孫

か
ら
嬉
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
。
私
は
そ
の
日
、
そ
の
番
組
に

か
じ
り
つ
い
て
見
て
い
た
が
、
残

念
な
が
ら
福
岡
で
は
放
送
さ
れ
な

か
っ
た
。
す
ぐ
に
孫
が
番
組
を
ラ

イ
ン
で
送
っ
て
く
れ
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
孫
が
大
学
生
に
質
問
を
し

て
い
て
、
そ
の
中
の
一
つ
が
今
話

題
の
9
月
入
学
式
の
こ
と
だ
っ

た
。
翌
日
の
番
組
内
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
ま
た
ラ

イ
ン
で
送
ら
れ
て
き
た
。

　
連
日
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
い
る
。
誰
か
が
誰
か
を
批
判
し

て
い
る
。
気
持
ち
は
分
か
る
が
、

私
た
ち
の
戦
う
相
手
は
コ
ロ
ナ
で

あ
る
。
最
前
線
で
患
者
さ
ん
の
た

め
に
命
が
け
で
コ
ロ
ナ
と
戦
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
医
師
、
看
護

師
、
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
心
か

ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
申
し

あ
げ
た
い
。

　
イ
タ
リ
ア
の
消
防
士
が
は
し
ご

車
の
先
端
に
乗
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
同
僚
を
励

ま
し
て
い
る
姿
が
、
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
て
い
た
。「
お
ー
い
、
大

丈
夫
か
？
顔
を
見
に
来
た
よ
。
一

緒
に
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
相
手
の
消
防

士
も
室
内
か
ら
笑
顔
で
手
を
振
っ

て
こ
た
え
て
い
た
。
同
僚
の
励
ま

し
が
ど
れ
ほ
ど
心
強
く
、
元
気
づ

け
ら
れ
た
か
。
希
望
を
持
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
は
、
感
染

力
の
強
さ
の
他
に
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
分
断
す
る
怖
さ
も
あ

る
。
行
動
は
制
限
さ
れ
る
が
、
心

は
届
け
ら
れ
る
。　

　
人
命
を
守
る
た
め
の
持
久
戦
の

ま
っ
た
だ
中
で
、
気
づ
い
た
こ
と

が
あ
る
。「
大
切
な
も
の
は
目
に

見
え
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
10

年
ほ
ど
前
、
山
口
県
の
金
子
み

す
ゞ
記
念
館
に
訪
問
し
た
が
、
み

す
ゞ
さ
ん
の
詩
の
中
に
「
昼
の
お

星
は
め
に
み
え
ぬ
。
見
え
ぬ
け
れ

ど
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
大
切
な
も
の
は
目
に
見

え
な
い
が
存
在
す
る
の
だ
。

　
今
こ
そ
私
た
ち
が
で
き
る
3
密

を
避
け
、
忍
耐
強
く
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
に
取
り
組
み
、
励
ま
し
合
っ
て

希
望
を
も
と
う
。
コ
ロ
ナ
禍
に
負

け
な
い
よ
う
に
。

クラブ活動も、日常生活も
備えて安心の毎日を！

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会
員
の
方

向
け
に
３
つ
の
保
険
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
ケ
ガ
の
み
な
ら
ず
、
日
常

生
活
で
の
ケ
ガ
も
補
償
の
範
囲
に
な
っ
て
お
り

ま
す
（
傷
害
保
険
24
時
間
型
。
傷
害
保
険
活
動

型
は
、
活
動
中
の
ケ
ガ
の
み
の
補
償
で
す
）。

　
ま
た
、
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
時

な
ど
の
賠
償
責
任
保
険
も
あ
り
ま
す
（
単
位
ク

ラ
ブ
全
会
員
加
入
が
条
件
）。

　
万
一
に
備
え
、
会
員
み
ん
な
で
、
そ
し
て
ク

ラ
ブ
で
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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江
戸
っ
子
？

舞
松
原
校
区
　
あ
か
つ
き
会
　
田
尻
　
和
馬

①
日
比
谷
で
出
会
っ
た

　
子
ど
も
た
ち

　
昭
和
33
年（
1
9
5
8
）の
夏
。

我
々
九
州
出
身
の
3
人
は
調
布

の
企
業
内
訓
練
所
で
3
か
月
間

の
講
習
を
受
け
て
い
た
。
日
曜
を

利
用
し
て
の
東
京
見
物
。
日
比
谷

公
園
前
に
到
着
し
た
時
「
小
父
さ

ん
、こ
こ
『
し
び
や
』
だ
ろ
う
？
」

と
、
小
学
生
5
、
6
人
の
集
団

の
1
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

我
々
は
い
わ
ば
よ
そ
者
だ
。
3
人

と
も
20
代
で
、
小
父
さ
ん
と
呼
ば

れ
た
こ
と
に
も
抵
抗
が
あ
っ
た
。

1
人
が
思
い
切
っ
て
「
そ
う
だ

よ
」
と
答
え
る
と
、
確
信
を
得
た

子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
公
園
の

中
に
消
え
た
。「『
し
び
や
』
じ
ゃ

な
い
よ『
ひ
び
や
』だ
よ
、と
言
っ

て
や
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
、
3
人

は
笑
っ
た
。

②
﹁
ひ
﹂
を
﹁
し
﹂
と
言
う

女
性
社
員

　
そ
れ
か
ら
17
年
後
の
昭
和
50
年

（
1
9
7
5
）、
私
は
東
京
の
本
社

に
転
勤
に
な
っ
た
。
本
社
の
ビ
ル

は
日
比
谷
公
園
の
前
に
あ
り
、
夜

も
仕
事
に
縛
ら
れ
る
こ
と
か
ら

「
日
比
谷
監
獄
」と
言
わ
れ
、常
時
、

バ
イ
ト
の
若
い
女
性
5
、
6
人
が

雑
用
を
消
化
し
て
く
れ
て
い
た
。

　
面
倒
見
の
い
い
姉
御
肌
の
女
性

社
員
が
、
慰
労
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

計
画
し
、
昼
休
み
に
下
打
ち
合
わ

せ
を
始
め
た
。
聞
く
と
も
な
し
に

聞
い
て
い
る
と
「
そ
れ
か
ら
サ
ー

『
し
も
の
』
も
持
っ
て
行
こ
う
よ
」

と
女
性
社
員
の
甲
高
い
声
。
私
は

一
瞬
首
を
か
し
げ
た
が
、
す
ぐ
に

『
干
物
』
と
分
か
っ
た
。
バ
イ
ト

の
女
性
の
中
に
柳
川
出
身
の
人
が

い
て
、彼
女
も
気
づ
い
た
の
か「
う

ふ
っ
」
と
笑
っ
た
。
女
性
社
員
は

「『
し
も
の
』と
は
言
わ
な
い
の
？
」

と
怪
訝
な
顔
を
し
た
。
柳
川
出
身

の
女
性
は
、東
京
で「
ひ
」が「
し
」

に
化
け
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た

が
、直
に
初
め
て
聞
い
た
よ
う
で
、

同
僚
に
身
を
隠
す
よ
う
に
し
て
笑

い
を
こ
ら
え
て
い
た
。

③
謝
罪
を
求
め
た
小
父
さ
ん

　

本
社
は
と
に
か
く
忙
し
か
っ

た
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
打
ち
合
わ

せ
や
電
話
応
対
な
ど
の
喧
騒
が
続

き
、
静
ま
る
の
は
17
時
頃
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
机
の
上
の
仕
事
に

取
り
か
か
る
。

　
隣
の
席
か
ら
す
ー
っ
と
腕
が
伸

び
て
く
る
。
小
さ
な
声
で
「
ど
う

ぞ
」と
差
し
出
さ
れ
た
湯
飲
み
に
、

お
茶
な
ら
ぬ
爽
や
か
な
透
明
な
液

体
。「
あ
り
が
と
う
」
と
小
声
で

い
た
だ
く
。
口
に
含
む
と
、
ぎ
と

ぎ
と
に
な
っ
た
頭
の
中
の
歯
車
が

潤
滑
油
を
得
た
よ
う
に
軽
や
か
に

回
り
始
め
る
。
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ

ブ
、
仕
事
の
効
率
は
上
が
る
。
な

ら
ば
少
々
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
容
認

で
き
よ
う
。

　
職
場
は
全
国
を
い
く
つ
か
の
地

区
に
分
け
、
地
区
ご
と
に
担
当
が

割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
担
当
の

地
区
へ
出
張
し
た
際
に
は
地
酒
を

持
ち
帰
る
。
時
折
、
店
開
き
を
し

て
隣
の
担
当
に
も
振
る
舞
わ
れ

る
。
お
相
伴
に
預
か
っ
た
か
ら
に

は
お
返
し
が
必
要
。
私
た
ち
の
担

当
地
区
は
沖
縄
。
地
酒
の
泡
盛
の

古
酒
（
沖
縄
で
は
『
く
す
』
と
発

音
す
る
）
を
家
に
持
ち
帰
っ
た
。

　
翌
朝
、
古
酒
を
持
参
し
て
の
出

勤
。
古
酒
は
丸
い
壺
、
さ
ら
に

20
㌢
以
上
も
あ
る
立
方
体
の
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
箱
に
収
ま
っ
て
い

た
。
わ
が
身
一
つ
で
も
電
車
へ
の

乗
り
込
み
は
苦
労
す
る
。
手
に
ぶ

ら
下
げ
て
の
突
入
は
無
理
。
と
っ

原 稿 募 集 ！

短歌・俳句・川柳・五行歌

体験談（失敗談・感動体験など）

●広く会員の皆様が読まれるため、短歌・俳句（1人 3作品まで）には分か
りやすい季語（冬・春）を入れてください。

●原稿には必ず氏名・校区名・所属クラブ名・住所・電話番号を明記の上、
事務局までお送りください。
（紙面の都合上、一部割愛させていただくことがあります。ご了承ください）
作品の応募は令和 2年 9月中旬から 10月下旬予定です。

《原稿の宛先はコチラ》

東区ねんりんクラブ連合会事務局
〒812-8653 東区箱崎2丁目54-1

TEL：092-645-1074

　次回発行の「東区ねんりんクラブだより第 88号」の
原稿を募集します。皆様のご投稿をお待ちしております。
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今
年
も
「
敬
老
会
」
の
招
待
状
を

い
た
だ
い
た
。
新
築
の
小
学
校
体

育
館
に
校
区
の
高
齢
者
が
集
い
、

敬
老
の
お
祝
い
が
催
さ
れ
た
。
祝

辞
に
続
き
、
詩
吟
や
か
わ
い
い
子

ど
も
バ
レ
ー
、
に
ぎ
や
か
な
演
芸

で
盛
り
上
が
っ
た
。
多
く
の
地
域

の
人
と
出
会
い
、
友
人
や
知
人
も

で
き
た
。

　
祝
宴
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
恒

例
の
「
お
た
の
し
み
抽
選
会
」
と

な
っ
た
。次
々
と
番
号
が
呼
ば
れ
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
景
品
を
受
け
取
っ

て
い
た
。
会
場
に
は
拍
手
と
歓
声

が
上
が
り
、
い
よ
い
よ
最
後
の
当

選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。「
１

等
は
…
1
・
1
・
5
番
！
」
え

〜
、
私
だ
！
な
ん
と
1
等
賞
の
大

当
た
り
!!
昭
和
と
平
成
の
75
年
を

生
き
、
い
つ
の
間
に
敬
老
の
齢
に

な
っ
た
の
か
と
少
し
驚
い
て
い
た

が
、
令
和
元
年
度
の
敬
老
会
で
い

た
だ
い
た
布
団
乾
燥
機
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
驚
き
だ
っ
た
。

　
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
こ
の
香
椎

が
も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
友
達
を
宝
物
に
、
元
気
に

余
生
を
過
ご
そ
う
と
決
め
た
1
日

だ
っ
た
。

う
れ
し
い
令
和
の
敬
老
会

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り
　
木
本
　
美
也
子

さ
に
、
古
酒
を
両
手
で
頭
の
上

に
載
せ
て
乗
り
込
む
。
意
外
と

ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
込
め
た
。
網

棚
の
下
へ
進
み
、
少
々
距
離
は

あ
っ
た
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
シ
ュ
ー
ト
の
よ
う
に
網
棚
に

載
せ
た
。「
ふ
ー
っ
」
と
一
息
。

そ
の
時
、
前
の
小
父
さ
ん
が
急
に

振
り
向
い
て
「
…
謝
っ
た
ら
ど
う

だ
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。「
目
を
む

く
」
と
は
こ
の
こ
と
か
。
す
ご
い

形
相
だ
っ
た
。
訳
が
分
か
ら
ぬ
ま

ま
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
う
と
、

一
件
落
着
。
他
人
事
と
思
っ
て
聞

き
流
し
て
い
た
言
葉
の
前
半
を

つ
な
い
で
み
る
と
「
こ
つ
ん
と
き

た
ら
分
か
る
だ
ろ
う
。
謝
っ
た
ら

ど
う
だ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
だ
っ

た
。
と
っ
さ
に
よ
く
ぞ
こ
ん
な
長

い
言
葉
が
出
た
も
の
だ
。
頭
に
当

た
っ
た
感
触
は
な
か
っ
た
が
、
意

味
は
分
か
っ
た
。
再
度
謝
っ
て
も

い
い
な
と
前
を
見
る
と
、
私
よ
り

さ
ら
に
小
さ
な
小
父
さ
ん
が
つ

り
革
に
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
し

て
隣
の
和
服
の
女
性
と
談
笑
中
。

目
尻
は
下
が
り
、
口
元
も
緩
ん
で

い
た
。
私
の
「
す
み
ま
せ
ん
」
の

一
言
で
「
分
か
れ
ば
い
い
ん
だ

よ
。
何
も
本
気
で
怒
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
ん
だ
ぞ
」
だ
っ
た
の
か
？
意

外
と
人
の
い
い
小
父
さ
ん
だ
っ

た
の
か
も
。

④
感
謝
の
言
葉
を
聞
か
ず

　
立
ち
去
っ
た
女
性

　

福
岡
に
住
み
つ
い
て
い
た
私

は
、
平
成
9
年
（
1
9
9
7
）、

夫
婦
で
東
京
に
行
く
用
件
が
で
き

た
。
台
風
で
飛
行
機
が
遅
れ
て
用

件
に
は
間
に
合
わ
ず
、
ホ
テ
ル
に

直
行
と
な
っ
た
。
新
宿
駅
か
ら
、

番
地
と
町
名
を
頼
り
に
予
約
し
て

い
る
ホ
テ
ル
を
目
指
し
た
。
運
悪

く
会
社
の
退
社
時
間
と
重
な
り
、

家
路
を
急
ぐ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち

に
逆
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
脇

目
も
ふ
ら
ず
黙
々
と
駅
へ
急
ぐ

人
々
。久
々
に
東
京
の
姿
を
見
た
。

突
然
「
ど
こ
か
お
探
し
で
す
か
」

と
若
い
女
性
の
声
。
ホ
テ
ル
名
を

言
う
と
、
す
ぐ
に
場
所
を
教
え
て

も
ら
え
た
。
女
性
は
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
も
聞
く
や
聞
か
ず
で

人
混
み
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
っ

た
。⑤

都
庁
を
誇
る
テ
ー
ブ
ル
係

　
翌
日
、爽
や
か
な
朝
を
迎
え
た
。

朝
食
は
大
食
堂
で
と
っ
た
。
大
き

な
窓
か
ら
隣
接
す
る
一
風
変
わ
っ

た
ビ
ル
が
見
え
た
。後
ろ
か
ら「
あ

れ
が
悪
評
の『
東
京
都
庁
』で
す
」

と
、
テ
ー
ブ
ル
係
の
男
性
。
新
聞

で
叩
か
れ
た
の
か
、
や
や
嘲
笑
的

な
笑
い
の
中
に
は
威
容
を
誇
る
都

庁
の
自
慢
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

東
京
都
の
人
口
は
、
約

１
４
０
０
万
人
。
日
本
の
人
口
の

10
分
の
1
以
上
を
占
め
る
。
都
民

は
全
国
各
地
の
人
々
の
寄
せ
集
ま

り
で
、
本
来
の
江
戸
っ
子
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
は
ず
。
し
か
し
、

①
〜
⑤
で
私
が
遭
遇
し
た
人
々
は
、

ま
さ
し
く
『
江
戸
っ
子
』
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
信
じ
、
今
で
も
そ
の

時
の
情
景
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

こ
の
町
を
終つ
い

の
住
み
処
と
賀
状
書
く

�

美
也
子
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第 27回

和
白
東
校
区
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
山
路
　
近
彦

　
立
花
山
の
ふ
も
と
、
国
道
3
号
線
（
バ
イ

パ
ス
）
と
旧
3
号
線
（
4
9
5
号
）
と
の
間

の
緑
豊
か
な
自
然
と
住
宅
地
が
マ
ッ
チ
し
た

と
こ
ろ
に
和
白
東
校
区
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
49
年
、
旧
和
白
町
内
の
大
部
分
と
高

美
台
団
地
が
分
離
し
、
同
時
に
12
町
内
会
に

よ
る
和
白
東
自
治
連
合
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、団
地
の
拡
大
や
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
現
在
は
20
町
内
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
校
区
で
は
、
自
治
協
議
会
を
は
じ
め
公
民

館
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
）
な
ど
、
各

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
新
年
交
歓
会
、
夏
祭

り
、
体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
多
彩
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
夏
祭
り
は
有
名

で
、
近
隣
の
校
区
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加

し
、
毎
年
数
千
人
も
の
観
客
が
き
ま
す
。

　
昭
和
51
年
に
は
、
和
白
小
学
校
か
ら
分
校

し
た
、
福
岡
市
で
1
0
2
校
目
の
小
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
。
校
名
は「
高
美
台
」と「
和

白
東
」
の
両
案
の
な
か
で
、
歴
史
あ
る
和
白

の
東
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
和
白
東
小
学

校
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
開
校
の

約
2
年
前
ま
で
は
塩
浜
に
あ
る
和
白
小
学
校

に
通
学
し
て
お
り
、
通
学
路
に
あ
る
J
R

線
の
踏
切
事
故
の
た
め
3
人
の
尊
い
命
を

失
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
当
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
56
年
に

和
白
東
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
7
単
位

ク
ラ
ブ
で
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
20
年
に
若
手
高
齢
者
の
入
会
促
進
の
た

め
、
ク
ラ
ブ
名
か
ら
「
老
人
」
を
除
き
、
7

単
位
ク
ラ
ブ
が
所
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
「
虹
は
7
色
」
に
ち
な
ん
だ
「
レ
イ
ン

ボ
ー
」
に
改
称
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
総
会

員
5
0
7
名
で
「
健
康
・
友
愛
・
泰
仕
・

そ
し
て
会
員
増
強
」
の
4
大
目
標
の
達
成
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
校
区
内
に
は
以
下
の
よ
う
な
神
社

や
仏
閣
、
施
設
が
あ
り
ま
す
。

﹁
大お
お

神み
わ

神じ
ん

社じ
ゃ

﹂

　
6
世
紀
頃
、
神
功
皇
后
が
御
征
西
の
折
、

大
和
の
国
（
奈
良
）
か
ら
の
将
兵
が
駐
屯
し
、

奈
良
県
桜
井
市
の
大
神
神
社
か
ら
武
運
長
久

を
願
っ
て
大
物
主
神
様
（
通
称
大
黒
様
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
立
花
城
主
は
守
護
神
と

し
て
崇
敬
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在

も
幸
せ
を
呼
ぶ
福
の
神
様
、
ま
た
地
域
の
守

り
神
と
し
て
多
く
の
方
が
参
拝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
境
内
地
に
は
宮
前
古
墳
1
号
が
あ

り
ま
す
。
6
世
紀
末
に
つ
く
ら
れ
た
武
人
の

墓
と
推
定
さ
れ
る
横
穴
式
古
墳
で
、
こ
の
古

墳
の
位
置
は
旧
神
殿
跡
地
に
係
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
地
の
氏
神
様
に
関
係
あ
る
古
墳

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。（
宮
前
古
墳

の
碑
文
よ
り
）

和
白
東
校
区
の
歴
史

﹁
龍
り
ゅ
う

崋げ

山ざ
ん

明
み
ょ
う

覚か
く

寺じ

﹂
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
１
６
９
４
年
に
創
設
さ
れ
、
現
在
は
第
13

世
小
金
丸
英
明
住
職
に
よ
り
門
信
徒
へ
の
教

化
お
よ
び
地
域
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
地
域

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

﹁
和
白
ゴ
ル
フ
場
﹂

　
昭
和
27
年
に
福
岡
地
域
で
最
も
早
く
オ
ー

プ
ン
し
た
歴
史
あ
る
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

﹁
福
岡
工
業
大
学
・
付
属
城
東
高
校
﹂

　
約
７
０
０
０
人
の
学
生
が
勉
学
や
ス
ポ
ー

ツ
に
励
ん
で
お
り
、
ま
た
学
校
施
設
の
開
放

を
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
学
園
と

な
っ
て
い
る
。
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22
福岡市では 70歳以上の方に、
高齢者乗車券（交通用福祉 ICカード等）をお渡ししています。

福岡市交通用福祉 IC カード

　70 歳になる誕生日の前日から交付手続きができます。
　更新・交付手続きを毎年 1回、9月から行います。
　IC カードの場合、残高がなくなっても、繰り返し使いますので、カード
は大切に保管しておいてください。紛失された場合はカードの再発行金額
となる 500 円を減額させていただきます。
　なお、タクシー利用助成券を選ぶこともできます。

❶ご本人の印鑑（朱肉を使うもの）
❷介護保険証や健康保険証、運転免許証など、ご本人を確認できるもの
❸交通用福祉 IC カード（すでに交付を受けられている方）
　※代理人が手続きされる場合は、上記3点の他に、代理人の本人確認書類（健康保険証や運転免許証など）も必要に
　　なります。

❶市内に住民登録をされている満 70歳以上の方
❷平成 31 年度介護保険料の所得段階が 1～ 7の方
（介護保険料納入通知書でご確認いただけます）

令和元年度高齢者乗車券（令和元年9月～令和2年9月交付分）の手続きがお済みでない方は、9月末ま
でに窓口においで下さい。

※お受け取りの際に必要なものは以下のとおりです。

申請された月 令和 2年 7～ 9月
平成 31 年度介護保険料所得段階 1～ 5 3,000 円
平成 31 年度介護保険料所得段階 6～ 7 2,000 円

東区役所　福祉・介護保険課　高齢者福祉係
【問い合わせ先】

TEL：092-645-1071

交付金額（申請された月によって、金額が変わります）※令和2年9月より交付分

申請された月 ９～ 12月 翌年１～ 3月 翌年４～６月 翌年７～９月
令和 2年度介護保険料所得段階 1～ 5 12,000 円 9,000 円 6,000 円 3,000 円
令和 2年度介護保険料所得段階 6～ 7 8,000 円 6,000 円 4,000 円 2,000 円

令和 2年度高齢者乗車券（令和2年9月～令和3年9月）の交付対象者（下記の❶❷いずれも満たす方）
❶市内に住民登録をされている満 70歳以上の方
❷令和 2年度介護保険料の所得段階が１～ 7の方
　（7月中旬に区役所からお送りしている介護保険料納入書でご確認いただけます）

手続き方法
詳細は、福岡市政だより令和 2年 8月 1日号をご覧ください。
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ど
く
だ
み
の
花
や
明
る
き
宵
の
路
地

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

�

山
下
　
聖
夫
　

水
際
に
笑
顔
は
じ
け
る
川
遊
び

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

過
ぎ
し
日
の
夜
光
虫
の
事
想
い
出
す

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好
　
　

紫
陽
花
に
一
息
つ
く
や
散
歩
道

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

山
下
　
政
子
　

若
葉
風
ほ
っ
と
一
息
団
地
祭

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

足
許
の
急
に
淋
し
き
夜
の
秋

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�

酒
見
　
ト
ミ
子

梨
剥
く
や
黒
猫
の
目
の
く
る
く
る
と

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�
木
本
　
美
也
子

限
り
あ
る
命
ひ
か
ら
せ
螢
舞
う

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会�

永
沼
　
一
成
　

あ
の
笑
顔
春
の
雨
足
音
も
な
く

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

名し

ろ

あ

と

島
城
址
に
つ
る
べ
落
と
し
の
秋
の
暮
れ

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

歌
声
の
も
れ
く
る
校
舎
赤
と
ん
ぼ

名
島
校
区
　
健
寿
会�

平
木
　
弘
子
　

新
緑
の
野
原
に
遊
ぶ
学
童
児

三
苫
校
区
　
第
一
福
寿
会�

落
石
　
ふ
じ
子

葉
桜
や
水す

い

琴き
ん

窟く
つ

を
聴
く
古
刹

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子
　

も
の
云
え
ば
心
さ
む
ざ
む
秋
の
夕
暮
れ

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ
　

�

市
来
　
ア
キ
　

夏
空
に
花
も
色
濃
く
咲
き
ほ
こ
り

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

夏
風
に
香
り
を
放
つ
エ
ゴ
の
花

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
坂
　
英
己
　

稲
架
組
む
日
田
の
盆
地
の
昏
れ
早
し

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

田
中
　
よ
し
江

汗
ま
み
れ
柳
の
枝
が
顔
を
撫
で

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞
　
　

風
も
な
く
鈴
の
音
も
聞
け
ぬ
こ
の
夏
は

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

木
下
　
美
都
子

虫
の
秋
み
ち
の
く
浄
土
中
尊
寺

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

�

柳
瀬
　
敏
子
　

天
高
し
小
浦
を
湧
か
す
船
祝

名
島
校
区
　
松
崎
第
三
松
寿
会�

白
水
　
智
子
　

花
菖
蒲
鎌
は
真
青
に
輝
け
り

名
島
校
区
　
ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

佐
藤
　
幸
晴
　

派
手
か
し
ら
鏡
に
映
す
更
衣

箱
崎
校
区
　
第
三
明
寿
会�

山
﨑
　
千
津
子

新
茶
淹
れ
優
し
き
あ
り
し
夫
憶
ふ

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

永
尾
　
静
子
　

ぼ
た
ん
咲
く
傘
寿
を
迎
へ
手
を
合
わ
す

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

下
川
　
孝
代
　

爽
や
か
に
生
き
て
悔
な
き
余
生
か
な

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

眞
田
　
幸
代
　

蟬
鳴
く
や
低
空
飛
行
の
追
う
鴉

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
義
弘
　

茄
子
漬
の
日
々
平
穏
に
朝
餉
終
ゆ

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
久
子
　

野
球
を
愛
し
妻
を
愛
し
た
名
伯
楽

選
手
を
蘇
ら
せ
る
そ
の
手
腕

野
村
再
生
工
場
と
呼
ば
れ

弱
者
が
強
者
に
勝
つ
ID
野
球
と
共
に

楽
し
み
ま
し
た
そ
の
ぼ
や
き
ノ
ム
さ
ん
あ
り
が
と
う

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�
田
中
　
友
春
　

五 

行 

歌
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今
日
し
よ
う
あ
し
た
し
よ
う
と
思
い
つ
ゝ

今
日
も
暮
れ
ゆ
く
老
い
ゆ
く
日
々
は

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�

市
来
　
ア
キ
　

足
許
の
可
憐
な
花
に
励
ま
さ
れ

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
映
す
湖
に
向
か
ふ

香
椎
東
校
区
　
香
友
会�
宮
邉
　
政
城
　

秋
深
し
宇そ

宙ら

の
彼
方
の
桃
源
郷

往
き
し
友
居
り
父
母
姉
兄
も

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞
　
　

八
月
は
祈
り
の
月
ぞ
長
岡
の

空
襲
を
見
し
十
歳
の
わ
れ

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

小
島
　
ム
ツ
　

菩
提
樹
の
花
ふ
る
は
せ
る
風
あ
り
て

香
り
に
む
せ
る
恵
光
院
の
庭

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�

大
宅
　
弘
子
　

木
洩
れ
日
の
中
に
佇
み
息
吸
へ
ば

細
胞
ま
で
も
緑
に
染
ま
る

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�

江
頭
　
一
枝
　

部
屋
に
さ
す
光
の
明
る
さ
暖
か
さ

転
室
二
度
目
の
春
が
来
て
い
る

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

小
﨑
　
恵
美
子

八
月
の
三
日
に
父
の
墓
参
り
す
る

戦
死
の
日
よ
り
七
十
五
年

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

夕
焼
け
を
遠
く
眺
め
る
そ
の
影
に

共
に
過
ご
し
た
長
き
日
々
見
る

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

幼
な
子
よ
水
鉄
砲
で
水
遊
び

水
か
け
合
い
に
親
子
と
共
に

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
木
々
を
潜
り
ぬ
け

今
日
も
散
歩
で
元
気
頂
く

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

志
和
　
ケ
イ
子

す
じ
雲
を
眺
め
て
バ
ス
が
走
り
ゆ
く

仲
良
き
友
人
と
柿
が
り
楽
し

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を
漕
げ
ば
肩
先
に

萩
の
花
び
ら
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�

石
堂
　
寛
子
　

は
つ
な
つ
の
静
ま
り
返
っ
た
千
早
駅

鴉
は
コ
ロ
ナ
ど
こ
吹
く
風
と

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�
有
地
　
紀
美
子

薫
風
に
さ
け
ぶ
童
の
歓
声
が

響
き
渡
る
青
葉
の
学
舎

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会

�

永
沼
　
一
成
　

多
々
良
川
世
の
移
ろ
い
を
古
の

鏡
の
如
き
水
面
に
映
し

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

コ
ロ
ナ
禍
に
爺
婆
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子
　

新
型
の
コ
ロ
ナ
来
る
な
と
マ
ス
ク
当
て

香
椎
下
原
校
区
　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�

市
来
　
ア
キ
　

外
出
を
我が

慢ま
ん

我が

慢ま
ん

と
コ
ロ
ナ
う
つ

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
気
付
け
ば
我
も
名
探
偵

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

矢
澤
　
伊
久
男

ス
ト
レ
ス
の
う
ま
い
人
ほ
ど
生
き
残
る

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

井
上
　
和
彦
　

三
密
に
入
れ
ば
コ
ロ
ナ
で
帰
ら
れ
ぬ

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

�

　
山
下
　
聖
夫
　

八
十
路
す
ぎ
何
を
こ
こ
に
と
迷
う
日
々

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ボ
ー
ル
探
し
て
玉
の
汗

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

米
寿
な
る
卆
寿
ま
で
は
と
慾
の
皮

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会

�

永
沼
　
一
成
　

す
べ
り
止
止
め
て
お
き
た
い
口
と
足

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

名
島
橋
八
十
七
年
休
み
な
く

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�
田
中
　
友
春
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12
月
19
日（
木
）、東
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
第
12
回
東
区
高
齢
者
カ

ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し
、
３
３
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
校
区
よ
り
の
ど
自
慢

の
39
組
が
出
場
。
皆
さ
ん
歌
に
合
わ

せ
た
衣
装
に
身
を
包
み
、心
の
こ
も
っ

た
美
し
い
歌
声
を
届
け
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
や
自
作
の
う

ち
わ
で
声
援
を
送
る
方
も
。
演
目
が

終
わ
る
た
び
に

大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
送
ら
れ
、

会
場
は
熱
気
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回

の
最
高
齢
者
は
な
ん
と
91
歳
！
堂
々

と
舞
台
に
立
ち
、
素
晴
ら
し
い
歌
声

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
に
合
っ
た
生
き
が

い
を
見
つ
け
、
い
つ
ま
で
も
健
康
長

寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　このたびは、東区ねんりんクラブだ
よりへ広告の掲載をいただき誠にあり
がとうございました。
　本紙は、会員が豊かで幸せな生活を
送れるように願って発行いたしており
ます。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を
賜りますようお願い申しあげます。
 東区ねんりんクラブ連合会

広告スポンサーへのお礼

編集後記
　新型コロナウイルス感染症が猛威を
振るっている中、俳句、川柳、短歌等
の作品をご投稿いただき、ありがとう
ございました。
　東京オリンピック 2020、夏の高校野
球、そしてプロ野球等、我々の周囲は
どうなっていくのでしょう。皆様方も
自分の身体を大切にして、コロナに負
けないように頑張りましょう。
　今回は 57 名の方々から、95 作品を
ご投稿いただき、本当にありがとうご
ざいました。心よりお礼を申しあげま
す。次回も多くの方のご投稿をお待ち
しています。
 広報部長　寺師　幹男

第
12
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

打越繁子さん（東箱崎）
91歳

早川淳さん（若宮）
88歳

最高齢者賞最高齢者賞最高齢者賞

舞台で咲
き誇る

　シニア
の生きが

い


